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大阪：釡ヶ崎・日雇
《図書資料編》

「社会の総寄せ場化」に
直面する現代日本へ

「釡ヶ崎」が提起する未
完の問い

監修・解説●加瀬和俊
（東京大学名誉教授）

社会政策・労働政策、労働経済、経済史、経営史、社会経済、
社会福祉、社会学、日本近現代史、行政学、教育学など

文書・図書資料編1
「労働事情1　調査史資料」
大正8（1919）年～昭和15（1940）年
全18巻＋別冊1
総ページ：約7200㌻ 体裁：Ａ5判上製
●第1回配本（ISBN978-4-86364-055-9C3336）
 全9巻（第1巻～第9巻）
 揃価160,000円（税込176,000円）
●第2回配本（ISBN978-4-86364-065-8C3336）
 全9巻＋別冊1（第10巻～第18巻）
 揃価180,000円（税込198,000円）

文書・図書資料編2
「労働事情2　労働諸相」
［女工・労働移動・在日朝鮮人労働者・賃金］
全22巻
総ページ：約1万1000㌻ 体裁：Ａ5判上製
●第1回配本（ISBN978-4-86364-115-0C3336）
 全11巻（第1巻～第11巻）
 揃価230,000円（税込253,000円）
●第2回配本（ISBN978-4-86364-116-7C3336）
 全11巻（第12巻～第22巻）
 揃価230,000円（税込253,000円）

文書・図書資料編3
「日雇・失業対策史資料」
全31巻＋別冊1
総ページ：約1万3700㌻体裁：A5判上製
●第1回配本（ISBN978-4-86364-117-4C3336）
 全11巻（第1巻～第11巻）
 揃価230,000円（税込253,000円）
●第2回配本（ISBN978-4-86364-118-1C3336）
 全11巻（第12巻～第22巻）
 揃価230,000円（税込253,000円）
●第3回配本（ISBN978-4-86364-119-8C3336）
 全9巻＋別冊1（第23巻～第31巻）
 揃価200,000円（税込220,000円）

東京大学社会科学研究所蔵「糸井文庫」シリーズ
【戦前期職業行政基本資料コレクション】

関連既刊書

対象研究領域

▶第Ⅱ期《戦後編後期》《逐次刊行物編》など予定

●A5判上製
●全25巻＋別冊［解説］1
●全巻揃価：380‚000円
　　　　（税込418,000円）
●総ページ：約1万1000㌻
［解説］本田 豊・岩田正美

・第１回配本（全10巻）：昭和２年～31年
 総ページ：約4,200㌻　揃価150,000円（税込165,000円）
 ISBN4-87742-829-1　C3330
・第２回配本（全９巻）：昭和32年～41年①
 総ページ：約3,800㌻　揃価135,000円（税込148,500円）
 ISBN978-4-87742-840-2　C3330
・第３回配本（全６巻＋別冊［解説］１）：昭和41年②～63年
 総ページ：約3,000㌻　揃価95,000円（税込104,500円）
 ISBN978-4-87742-850-1　C3330

資料集 ･
昭和期の
　都市労働者1
［東京：日雇・浮浪者］

あいりん地区（釡ヶ崎）
西成区

大阪市

　日雇労働者の街として全国に名を馳せる「釡ヶ崎」。正式な地名としては地図の上から消えて長い
時間が経過したものの、国家と資本による空間編成と労働力再生産基盤の形成を象徴する存在として、
今もコミュニティの機能は薄れてはいない。大阪市西南部に位置する西成区の一角から日雇労働者の
底力を発信しつつ、都市大阪の繁栄とともに、大正・昭和の時代を通じて都市型労力の供給地として
激動の近現代史を刻み続けてきた。関西圏の港湾・建設・土木現場での重労働に携わる労働者を斡旋
する「寄せ場」機能を一手に担い、あわせて彼／彼女らの生活の場としても大きな役割を果たしてい
る。ドヤ（簡易宿）での寝食、公園や路上での談笑、夏まつりでの遊興、越冬闘争での仲間同士の支
援、労働組合を通じた団交など、日雇労働者の日常生活から紡ぎ出される思想、文化、運動がそこに
は根付いている。まさに世間の排除や差別に毅然と対抗し、時には権力（国家・地域）とも鋭く対峙
しつつ、労働者の生きる権利と団結の自由を保持し続ける数少ない場所である。近年は、住環境や野
宿の問題、さらに就労支援など、釡ヶ崎を取り巻く環境は大きく変化しつつある。この資料集は、都
市大阪の周縁空間として作為的に創出された地域でありながらも、釡ヶ崎の地で日本の経済活動の根
幹を下支えしてきた無数の名も無き人々の生きた証しの集大成である。

内容と特色

無数の名も無き人々の生きた証し 監修・解説　吉村智博
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【第1巻】［大正期］
・木賃宿の一考察（大阪市立市民館・大正14（1925）年3月1日）
・労働調査報告号外其二　本市に於ける失業者の分布状態（大阪市社
会部調査課・大正15（1926）年10月1日）
・労働調査報告第五十号　公園内に於ける無宿者調査（大阪市社会部調
査課・大正15（1926）年12月1日）
・下級労働者取締り建議（『救済研究』第五巻第六号・大正6（1917）年6月25日）
・木賃宿々泊児童の教育（『救済研究』第七巻第十号・大正8（1919）年10月25日）
・今宮町方面木賃宿の宿泊人（『社会事業研究』第十一巻第四号・大正12
（1923）年4月25日）
・一木賃宿の解剖（『社会事業研究』第十三巻第三号・大正14（1925）年3月1日）
・一木賃宿の解剖（続）（『社会事業研究』第十三巻第四号・大正14（1925）年4月1日）
・不良住宅地区改善の諸力（『大大阪』第二巻第八号・大正15（1926）年8月）

【第2巻】［昭和3（1928）年～昭和5（1930）年①］
・財団法人大阪職業紹介所報告書（自明治四十五年至昭和二年）（財団
法人　大阪職業紹介所・昭和3（1928）年8月25日）
・創立十周年記念大阪市立中央職業紹介所紀要　職業紹介資料其
一〇（大阪市立中央職業紹介所後援会・昭和4（1929）年11月20日）
・昭和三年昭和四年　管内各府県職工異動数調（大阪地方職業紹介事務
局［表紙］）
・昭和四年報　無宿労働者（大阪労働共励館）
・昭和五年三月　京阪神に於ける日傭労働紹介の現況と其の実務（大
阪地方職業紹介事務局・昭和5（1930）年3月15日）
・或るアンコウの手記（『社会事業研究』第十五巻第十一号・昭和2（1927）年11月1日）
・歳末の釡ケ崎―或るアンコーの手記―（『社会事業研究』第十六巻第一号・
昭和3（1928）年1月1日）
・浮浪者の教化と就職
 （『社会事業研究』第十七巻第五号・昭和4（1929）年5月1日）

【第3巻】［昭和5（1930）年②・昭和6（1931）年］
・自昭和五年一月分至昭和五年十一月分　管内職工異動調（大阪地方
職業紹介事務局［表紙］）
・四恩学園（1921‐1930）事業年報第六号（セツルメント 四恩学園・昭和5
（1930）年12月17日）
・昭和五年　財団法人　大阪市労働共済会年報（大阪市労働共済会［表紙］）
・社会部報告第一号　大阪市立中央職業紹介所後援会事業概要　職
業紹介資料其十一（大阪市立中央職業紹介所後援会・昭和6（1931）年1月6日）
・昭和六年三月　大阪市職業紹介事業並ニ関連事業規程集（大阪市社
会部・昭和6（1931）年3月31日）
・昭和五年報　無宿労働者（大阪労働共励館・昭和6（1931）年7月8日）
・昭和五年度　第二十年事業報告（財団法人 大阪自彊館・昭和6（1931）年8月
25日）
・昭和六年九月　ルンペンの修養機関　百光園の成績報告　附「ル
ンペン生活相の統計」（百光園主 青木敬治・昭和6（1931）年9月）

【第4巻】［昭和7（1932）年～昭和9（1934）年①］
・ルンペンの生活（大阪救護協会・昭和７（1932）年１月20日）
・昭和七年三月　大阪府失業防止委員会概要（大阪府失業防止委員会・昭
和7（1932）年3月［緒言］）
・財団法人　大阪職業紹介所貳拾周年報（自明治四拾五年至昭和六
年）（抜粋）（財団法人 大阪職業紹介所・昭和7（1932）年3月13日）

・昭和六年報　無宿労働者（大阪労働共励館・昭和7（1932）年7月5日）
・昭和六年度　第二十一年事業報告（財団法人 大阪自彊館・昭和7（1932）年8
月1日）
・自大正十二年至昭和八年　大阪地方職業紹介事務局沿革概要（大阪
地方職業紹介事務局・昭和9（1934）年3月）
・釡ケ崎（『中央公論』昭和八（一九三三）年三月号・武田麟太郎）

【第5巻】［昭和9（1934）年②・昭和10（1935）年①］
・昭和八年度　第二十三年事業報告（財団法人 大阪自彊館・昭和9（1934）年8
月20日）
・大阪市社会部報告第一九四号　直営工事と請負工事に就いて―
失業救済事業の施工法に関する一研究―（大阪市社会部労働課・昭和9
（1934）年10月15日）
・昭和十年自四月至六月　京阪神三市要救済失業登録労働者就労状
況調（大阪地方職業紹介事務局［表紙］）
・昭和十年七月　労力供給請負業に関する調査（大阪地方職業紹介事務
局・昭和10（1935）年9月28日）

【第6巻】［昭和10（1935）年②～昭和13（1938）年①］
・今宮第二方面事業概況　第四輯（大阪府今宮第二方面委員事務所・昭和10
（1935）年2月［表紙］）
・昭和九年度　水上の友 事業報告（大阪水上隣保館・昭和10（1935）年4月15
日［映画会々計報告］）
・昭和十一年度　水上の友 事業報告　新築落成記念号（大阪水上隣保
館昭和11（1936）年7月26日）
・昭和十年度　第二十五年事業報告（財団法人 大阪自彊館・昭和11（1936）年
7月20日）
・昭和十二年度　第二十七年事業報告（財団法人 大阪自彊館・昭和13
（1938）年3月［はしがき］）
・昭和十三年度　水上の友 事業報告 法人記念号（社団法人 大阪水上隣保
館・昭和13（1938）年6月25日）
・秘　傭員実収賃金調査　昭和十三年四月（大阪市人事課傭員係［表紙］）

【第7巻】［昭和13（1938）年②・昭和14（1939）年］
・大阪ニ於ケル労働賃金　昭和五年五月 ― 十三年十二月（大阪商工会
議所調査［表紙］）
・昭和十四年度　水上の友 事業報告 充実記念号（社団法人 大阪水上隣保
館・昭和14（1939）年6月30日）

【第8巻】［昭和15（1940）年～昭和19（1944）年］
・昭和十五年度　水上の友 事業報告　皇紀二千六百年記念号（社団法
人 大阪水上隣保館・昭和15（1940）年7月30日）
・報告第七号　昭和十五年度　事務並事業状況報告書（財団法人 大阪
市労働共済会［表紙］）
・秘　昭和十六年五月　本市に於ける簡易宿の実状（大阪市社会部住宅
課［表紙］）
・昭和十八年版　年報　第二十三輯（財団法人四恩学園・昭和18（1943）年11
月15日）
・昭和十八年度　水上の友　事業報告増築記念号（社団法人大阪水上隣
保館・昭和18（1943）年7月15日）
・昭和十九年十一月　給与関係規程通牒類集（大阪市役所・昭和19（1944）
年12月20日）
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第1回配本［戦前期］収録資料一覧

第Ⅰ期［全18巻+別冊［解説］1］
●第1回配本（戦前期編）
全8巻（第1巻～第8巻）
大正14（1925）年～昭和19（1944）年
セット1：全4巻◆揃価72,000円（税込79,200円）
（ISBN978-4-86364-498-4）
セット2：全4巻◆揃価72,000円（税込79,200円）
（ISBN978-4-86364-499-1）

●第2回配本（戦後編前期）
全10巻（第9巻～第18巻）＋別冊［解説］1
昭和21（1946）年～昭和48（1973）年
セット1：全5巻◆揃価90,000円（税込99,000円）
（ISBN978-4-86364-529-5）
セット2：全5巻＋別冊1
◆揃価98,000円（税込107,800円）
（ISBN978-4-86364-530-1）
A5判上製／総ページ：約8,200ページ

【監修・解説】
吉村智博
（大阪市立大学都市研究プラザ特別研究員）

原口 剛
（神戸大学大学院人文学研究科准教授）

【監修】
白波瀬達也
（関西学院大学人間福祉学部准教授）

櫻田和也
（大阪市立大学都市研究プラザ特任講師）

第Ⅰ期［全18巻+別冊［解説］1］
●第1回配本（戦前期編）
全8巻（第1巻～第8巻）
大正14（1925）年～昭和19（1944）年
セット1：全4巻◆揃価72,000円（税込79,200円）（ISBN978-4-86364-498-4）
セット2：全4巻◆揃価72,000円（税込79,200円）（ISBN978-4-86364-499-1）
●第2回配本（戦後編前期）
全10巻（第9巻～第18巻）＋別冊［解説］1
昭和21（1946）年～昭和48（1973）年
セット1：全5巻◆揃価90,000円（税込99,000円）（ISBN978-4-86364-529-5）
セット2：全5巻＋別冊1◆揃価98,000円（税込107,800円）（ISBN978-4-86364-530-1）
A5判上製／総ページ：約8,200ページ
【監修・解説】
吉村智博（大阪市立大学都市研究プラザ特別研究員）
原口 剛（神戸大学大学院人文学研究科准教授）
【監修】
白波瀬達也（関西学院大学人間福祉学部准教授）
櫻田和也（大阪市立大学都市研究プラザ特任講師）

1 本資料集は、1926（昭和元）年～1989（昭和64）年にわ
たる昭和期を中心にして、主要都市で働く労働者と労働
を取り巻く様々な社会問題に関係する資料を集成、復刻
するシリーズ『資料集　昭和期の都市労働者』の第二
集であり、「大阪」の「日雇労働者」、「釡ケ崎」に関
する資料を中心に選定・収録したものである。今回、戦
前編（1925 ～ 1944年）、戦後編前期（1946 ～ 1973年）の史資
料を収録した18巻を第Ⅰ期として刊行する。

2 資本主義的都市化が始動した昭和期前にドヤ街として成
立した「釡ヶ崎」。昭和期を通して都市貧民の生活拠点
でありつづけ、「大阪万博」に表象される高度経済成長
の時代を迎える大阪の社会経済を下支えした日雇労働者
の街。戦後日本の資本主義が抱える構造的矛盾が凝集
されたその姿の表裏を反映する資料群。今回は調査報
告、概況書、単行本などの図書資料を中心に収録する。

3 戦後編においては、行政・研究者の作成した資料のほ
か「釡ヶ崎日雇労働組合資料」「松繁逸夫資料」
「土田英雄資料」などに保管される機関紙・ビラなど
の一次資料を多数収録し労働運動が台頭する時代の「釡
ヶ崎」の姿を鮮明に伝える。

4 監修者による近代から現代にいたる「釡ヶ崎」の日雇労
働者とその取り巻く状況の展開に関する解説を収録した
別冊を付す。

5 第Ⅱ期として1974年以降の史資料を収録した戦後編後
期および機関誌類、統計書、逐次刊行物などを収録し
た資料集を後日刊行する。

社会政策・労働政策、労働経済、
日本経済史、社会福祉、社会学、
日本近現代史、行政学など

●対象研究領域
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